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日本原子力研究開発機構 産学連携推進部 

（編）研究協力課 

 

（2010 年 6 月 10 日 受理） 

 

機構では、大学及び関連研究機関（以下 「大学等」 という。）との研究協力の推進を図るた

め、平成 7 年度から先行基礎工学研究協力制度を発足させ、平成 21 年度で 15 年目を迎えた。 

同制度は、機構の施設及び設備を主に利用し、核燃料サイクル技術の確立に係わる研究開発プ

ロジェクトに先行した基礎・基盤的研究を大学等との研究協力により推進することを目的とする。 

同制度では、機構が設定した研究協力テーマに対して、大学等から研究目的を達成する上で

必要な手法、アイディア等を研究協力課題として提案して頂き、外部の専門家を中心とする選

考委員会で研究協力課題を選考している。 

研究協力形態としては、大学等との共同研究の実施または客員研究員として受け入れる形態

を採用している。なお、共同研究または客員研究員に大学院博士課程（修士課程も含む。）の学

生を研究生として加えることも可能としている。 

本報告書は、平成 21 年度に実施した高速増殖炉関係、核燃料サイクル関係、放射線安全関係

及び地層処分・地層科学関係の先行基礎工学研究に関する 32 件の研究協力課題の実施結果につ

いてその概要をまとめたものである。なお、32 件の研究協力課題のうち、高速増殖炉関係の 6

件、核燃料サイクル関係の 2 件及び地層処分・地層科学関係の 3 件の合計 11 件については平成

21 年度で終了した。 
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Brief Report of the JAEA Cooperative Research (A) on the Nuclear Fuel Cycle  

for 2009 
 

（Ed.）Research Cooperation Section 
 

Industrial Collaboration Promotion Department 
Japan Atomic Energy Agency 

Tokai-mura,Naka-gun,Ibaraki-ken 
 

（Received June 10,2010） 
 

The Japan Atomic Energy Agency (JAEA) started the JAEA Cooperative Research 
Scheme (A) on the Nuclear Fuel Cycle in 1995 in order to promote research collaboration 
with universities and other research institutes (referred to as “universities, etc.” below), 
which means that the fiscal year 2009 was the fifteenth year of the scheme. 

The purpose of this scheme is to promote the basic and fundamental research that 
precedes the research and development projects in relation to the establishment of nuclear 
fuel cycle technology through collaboration with universities, etc. by using mainly JAEA’s 
facilities and equipment. 

Under the scheme, universities, etc. propose methods and ideas, etc. to lead to the 
achievement of the goals of research collaboration themes which are set by JAEA as 
research collaboration subjects. Then a screening committee consisting mainly of experts 
independent of JAEA screens the research collaboration subjects. 

Research collaboration is performed by carrying out cooperative research with 
universities, etc. or by accepting researchers from universities, etc. as Visiting Research 
Fellows at JAEA. The scheme allows students studying for doctorates at postgraduate 
schools either to participate in the cooperative research or to be accepted as trainee 
researchers. 

This report includes a summary of the results of the research carried out in fiscal year 
2009 on 32 research collaboration subjects for preceding basic engineering research related 
to fast breeder reactors, the nuclear fuel cycle, radiation safety and geological 
disposal/geoscience; eleven of which ended in 2009. Of these, six were related to fast 
breeder reactors, two to the nuclear fuel cycle, and three to geological disposal/geoscience. 
 
Keywords：Fast Breeder Reactor，Nuclear Fuel Cycle，Radiation Safety， 

Geological Disposal / Geoscience  
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次世代部門 

炉開発 U 

設計･計画 Gr

山野 秀将

相澤 康介

共同

研究

東北大学大学院 

工学研究科 

量子ｴﾈﾙｷﾞｰ工学専攻 

教授 橋爪 秀利 

H19 年度

～ 

H21 年度

2 

マルチスケールアプローチによる耐熱

鋼の強度低下因子の解明に関する研究 

場の理論的マルチスケールアプローチ

に基づく高クロムフェライト系耐熱鋼

の高温長時間損傷機構とその評価法に

関する研究 

次世代部門 

要素技術 U 

炉心構造材料

Gr 

鬼澤 高志
共同

研究

神戸大学 

工学部 

准教授 長谷部 忠司 

H19 年度

～ 

H21 年度

3 

核拡散抵抗性を有する Pu を生成する燃

料概念の構築             

高い核拡散抵抗性を有する Puを生成す

る高速炉ブランケット燃料の研究 

大洗 

燃材部 

AGS 

小山 真一

共同 

研究 

 研究生

東京工業大学 

原子炉工学研究所 

助教 相楽 洋 

H19 年度

～ 

H21 年度

4 

粒界組織制御による高性能 FBR 炉心材

料の開発に関する研究         

粒界制御法による改良型高速炉用耐照

射材料の開発 

大洗 

燃材部 

MMS 

山下真一郎

矢野 康英

共同 

研究 

 研究生

北海道大学 

ｴﾈﾙｷﾞｰ変換ﾏﾃﾘｱﾙ 

研究ｾﾝﾀｰ 

教授 渡辺 精一 

H19 年度

～ 

H21 年度

5 

音響･振動伝搬シミュレーションに関

する研究               

蒸気発生器内部の音響伝搬シミュレー

ションに関する研究 

FBR ﾌﾟﾗﾝﾄ 

工学ｾﾝﾀｰ 

保全技術 Gr 

上田 雅司
共同

研究

福井大学 

大学院工学研究科 

原子力･ｴﾈﾙｷﾞｰ安全 

工学専攻 

教授 飯井 俊行 

H19 年度

～ 

H21 年度

6 

塩化物による環境助長割れ防止及び強

化に関する基礎研究          

海塩 ESCC 損傷機構の解明とキャビテー

ションによる材料強度化に関する研究 

FBR ﾌﾟﾗﾝﾄ 

工学ｾﾝﾀｰ 

保全技術 Gr 

矢田 浩基
共同

研究

福井大学 

大学院工学研究科 

機械工学専攻 

教授 服部 修次 

H19 年度

～ 

H21 年度

７ 

酸化物分散強化型フェライト鋼の組織

制御に基づく強度特性向上に関する研

究                 

酸化物分散強化型フェライト鋼の強度

特性に及ぼすナノメゾスケール微細組

織構造に関する研究 

次世代部門 

要素技術 U 

炉心構造材料

Gr 

大塚 智史 
共同

研究

九州大学大学院 

総合理工学研究院 

融合創造理工学部門 

教授 中島 英治 

H20 年度

～ 

H22 年度

8 

高速炉ガス巻き込み現象を直接評価で

きる数値解析手法の開発        

非構造格子系における高精度・高効率

気液二相流数値解析手法の開発と実規

模ガス巻込み現象への適用 

次世代部門 

FBR ｼｽﾃﾑ U 

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ Gr

伊藤 啓 
共同

研究

京都大学 

大学院工学研究科 

原子核工学専攻 

教授 功刀 資彰 

H20 年度

～ 

H22 年度

9 

使用済燃料中のモリブデンを母材とし

て用いた高性能燃料の創製      

(1)イオン交換による使用済燃料中モ

リブデンの分離抽出 

大洗 

燃材部 

AGS 

逢坂 正彦
共同

研究

東京工業大学 

原子炉工学研究所 

助教 鈴木 達也 

H20 年度

～ 

H22 年度

10 

使用済燃料中のモリブデンを母材とし

て用いた高性能燃料の創製      

(2)抽出剤内包マイクロカプセルによ

るモリブデンの選択的分離・回収法の

開発 

大洗 

燃材部 

AGS 

逢坂 正彦
共同

研究

東北大学 

大学院工学研究科 

量子ｴﾈﾙｷﾞｰ工学専攻 

教授 三村 均 

H20 年度

～ 

H22 年度

11 

高燃焼度 MA 含有 MOX 燃料における FP

酸化物相の物性に関する基礎研究   

アクチニド元素含有酸化物析出相の挙

動と物性 

大洗 

燃材部 

AGS 

田中 康介
共同

研究

大阪大学 

大学院工学研究科 

教授 山中 伸介 

H20 年度

～ 

H22 年度
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No. 
研究協力テーマ 

研究協力課題 

機構側 

受入箇所 

機構側 

研究者名 

協力

形態

提案者 

所属機関・氏名 

研究 

期間 

12 

Amの MOX燃料中における拡散挙動に関

する研究              

分子動力学法を用いた MOX 燃料中にお

ける Am 拡散挙動の解明 

大洗 

燃材部 

AGS 

佐藤 勇 
共同

研究

九州大学 

大学院工学研究院 

ｴﾈﾙｷﾞｰ量子工学部門 

助教 有馬 立身 

H20 年度

～ 

H22 年度

13 

長寿命核分裂生成物（LLFP）の効率的

核変換に関する基礎的研究      

長寿命核分裂生成物（LLFP）の核変換

に関する基礎的研究 

大洗 

燃材部 

MMS 

舘 義昭 
共同

研究

東北大学 

大学院工学研究科 

量子ｴﾈﾙｷﾞｰ工学専攻 

教授 若林 利男 

H20 年度

～ 

H22 年度

14 

原子炉照射した高速炉炉心材料の組織

変化機構に関する研究         

中性子照射鉄鋼材料における析出物／

マトリックス界面近傍の原子レベル偏

析機構の研究 

大洗 

燃材部 

MMS 

山県 一郎
共同

研究

東北大学 

金属材料研究所 

量子ｴﾈﾙｷﾞｰ材料科学国

際研究ｾﾝﾀｰ 

助教 畠山 賢彦 

H21 年度

～ 

H23 年度

15 

高速炉炉心材料の照射下強度特性と微

細構造変化の相関関係モデリングに関

する研究               

電子線・イオン照射による炉心材料の組

織と強度のミクロ･マクロ相関の研究 

大洗 

燃材部 

MMS 

山下真一郎

共同 

研究 

 研究生

北海道大学 

大学院工学研究科 

材料科学専攻 

教授 大貫 惣明 

H21 年度

～ 

H23 年度

16 

超臨界流体による水熱合成プロセスを

用いた高性能核燃料粉末調製技術の開

発                  

超臨界水を用いた金属イオンの酸化物

ナノ粒子化プロセスの検討 

大洗 

燃材部 

AGS 

逢坂 正彦

 共同 

 研究 

研究生

東京工業大学 

原子炉工学研究所 

教授 池田 泰久 

H21 年度

～ 

H23 年度

17 

高速炉構造用ステンレス鋼における微

量元素添加量の最適化に関する研究   

超高純度オーステナイト系合金を用い

た微量添加元素が長時間強度に及ぼす

影響に関する研究 

次世代部門 

要素技術 U 

炉心構造材料

Gr 

若井 隆純 
客員

研究員

東北大学 

金属材料研究所 

ﾅﾉ金属高温材料学 

客員教授 安彦 兼次 

H21 年度

～ 

H23 年度

18 

溶接部を含む構造材料の金属組織－材

料強度長時間経時変化予測に関する研

究                  

組織エネルギー論に基づく材料組織の

経時変化の定量化と材料強度予測手法

の開発 

次世代部門 

要素技術 U 

炉心構造材料

Gr 

高屋 茂 
共同

研究

名古屋大学 

工学研究科 

准教授 村田 純教 

H21 年度

～ 

H23 年度

19 

高速炉における炉雑音測定法の高度化

に関する研究             

高速型プログラマブル FADC による炉雑

音解析 

FBR ﾌﾟﾗﾝﾄ 

工学ｾﾝﾀｰ 

保全技術 Gr 

鈴木 隆之

北野 彰洋

共同

研究

福井大学 

大学院工学研究科 

原子力･ｴﾈﾙｷﾞｰ安全 

工学専攻 

准教授 玉川 洋一 

H21 年度

～ 

H23 年度

【核燃料サイクル関係】 

20 

モリブデン酸塩を用いた乾式再処理法

の開発                 

モリブデン酸溶融塩に関する溶質元素

の熱力学データ解析及びプロセス評価

に関する研究 

次世代部門

再処理ｼｽﾃﾑ U

乾式再処理

Gr 

福嶋 峰夫
共同

研究

京都大学 

ｴﾈﾙｷﾞｰ科学研究科 

教授 岩瀬 正則 

H19 年度

～ 

H21 年度

21 

ゼオライト収着法を用いた廃塩処理に

関する基礎研究            

ゼオライトの収着特性を利用した廃塩

処理に関する基礎的研究 

次世代部門

再処理ｼｽﾃﾑ U

乾式再処理

Gr 

天本 一平 
共同

研究

秋田大学 

工学資源学部附属 

環境資源学研究ｾﾝﾀｰ 

教授 林 滋生 

H20 年度

～ 

H21 年度

1 年繰上

終了 

 

No. 
研究協力テーマ 

研究協力課題 

機構側 

受入箇所 

機構側 

研究者名 

協力

形態

提案者 

所属機関・氏名 

研究 

期間 

12 

Amの MOX燃料中における拡散挙動に関

する研究              

分子動力学法を用いた MOX 燃料中にお

ける Am 拡散挙動の解明 

大洗 

燃材部 

AGS 

佐藤 勇 
共同

研究

九州大学 

大学院工学研究院 

ｴﾈﾙｷﾞｰ量子工学部門 

助教 有馬 立身 

H20 年度

～ 

H22 年度

13 

長寿命核分裂生成物（LLFP）の効率的

核変換に関する基礎的研究      

長寿命核分裂生成物（LLFP）の核変換

に関する基礎的研究 

大洗 

燃材部 

MMS 

舘 義昭 
共同

研究

東北大学 

大学院工学研究科 

量子ｴﾈﾙｷﾞｰ工学専攻 

教授 若林 利男 

H20 年度

～ 

H22 年度

14 

原子炉照射した高速炉炉心材料の組織

変化機構に関する研究         

中性子照射鉄鋼材料における析出物／

マトリックス界面近傍の原子レベル偏

析機構の研究 

大洗 

燃材部 

MMS 

山県 一郎
共同

研究

東北大学 

金属材料研究所 

量子ｴﾈﾙｷﾞｰ材料科学国

際研究ｾﾝﾀｰ 

助教 畠山 賢彦 

H21 年度

～ 

H23 年度

15 

高速炉炉心材料の照射下強度特性と微

細構造変化の相関関係モデリングに関

する研究               

電子線・イオン照射による炉心材料の組

織と強度のミクロ･マクロ相関の研究 

大洗 

燃材部 

MMS 

山下真一郎

共同 

研究 

 研究生

北海道大学 

大学院工学研究科 

材料科学専攻 

教授 大貫 惣明 

H21 年度

～ 

H23 年度

16 

超臨界流体による水熱合成プロセスを

用いた高性能核燃料粉末調製技術の開

発                  

超臨界水を用いた金属イオンの酸化物

ナノ粒子化プロセスの検討 

大洗 

燃材部 

AGS 

逢坂 正彦

 共同 

 研究 

研究生

東京工業大学 

原子炉工学研究所 

教授 池田 泰久 

H21 年度

～ 

H23 年度

17 

高速炉構造用ステンレス鋼における微

量元素添加量の最適化に関する研究   

超高純度オーステナイト系合金を用い

た微量添加元素が長時間強度に及ぼす

影響に関する研究 

次世代部門 

要素技術 U 

炉心構造材料

Gr 

若井 隆純 
客員

研究員

東北大学 

金属材料研究所 

ﾅﾉ金属高温材料学 

客員教授 安彦 兼次 

H21 年度

～ 

H23 年度

18 

溶接部を含む構造材料の金属組織－材

料強度長時間経時変化予測に関する研

究                  

組織エネルギー論に基づく材料組織の

経時変化の定量化と材料強度予測手法

の開発 

次世代部門 

要素技術 U 

炉心構造材料

Gr 

高屋 茂 
共同

研究

名古屋大学 

工学研究科 

准教授 村田 純教 

H21 年度

～ 

H23 年度

19 

高速炉における炉雑音測定法の高度化

に関する研究             

高速型プログラマブル FADC による炉雑

音解析 

FBR ﾌﾟﾗﾝﾄ 

工学ｾﾝﾀｰ 

保全技術 Gr 

鈴木 隆之

北野 彰洋

共同

研究

福井大学 

大学院工学研究科 

原子力･ｴﾈﾙｷﾞｰ安全 

工学専攻 

准教授 玉川 洋一 

H21 年度

～ 

H23 年度

【核燃料サイクル関係】 

20 

モリブデン酸塩を用いた乾式再処理法

の開発                 

モリブデン酸溶融塩に関する溶質元素

の熱力学データ解析及びプロセス評価

に関する研究 

次世代部門

再処理ｼｽﾃﾑ U

乾式再処理

Gr 

福嶋 峰夫
共同

研究

京都大学 

ｴﾈﾙｷﾞｰ科学研究科 

教授 岩瀬 正則 

H19 年度

～ 

H21 年度

21 

ゼオライト収着法を用いた廃塩処理に

関する基礎研究            

ゼオライトの収着特性を利用した廃塩

処理に関する基礎的研究 

次世代部門

再処理ｼｽﾃﾑ U

乾式再処理

Gr 

天本 一平 
共同

研究

秋田大学 

工学資源学部附属 

環境資源学研究ｾﾝﾀｰ 

教授 林 滋生 

H20 年度

～ 

H21 年度

1 年繰上

終了 
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期間 

22 

塩化物溶融塩を用いた乾式再処理プロ

セスの改良に関する研究        

塩化物溶融塩中でのアクチニドオキソ

イオンの還元反応に関する基礎研究 

東海 

工学試験部

試験第 3 課

永井 崇之 
共同

研究

京都大学 

原子炉実験所 

量子ﾘｻｲｸﾙ工学 

研究分野 

教授 山名 元 

H21 年度

～ 

H23 年度

23 

電磁波加熱下の気液混相過渡現象に関

する基礎研究             

電磁波加熱による過渡沸騰挙動に関す

る研究 

次世代部門

燃料製造 U 

燃料製造技術

開発 Gr 

鈴木 政浩 
共同

研究

筑波大学 

ｼｽﾃﾑ情報工学研究科 

教授 阿部 豊 

H21 年度

～ 

H23 年度

【放射線安全関係】 

24 

高信頼性α線波高弁別検出器の開発   

GPS 高エネルギー分解能シンチレータ

による高信頼性α線波高弁別検出器の

開発 

東海 

放管部 

放管 1課 

井﨑 賢二
共同

研究

北海道大学 

大学院工学研究科 

准教授 金子 純一 

H21 年度

～ 

H23 年度

【地層処分・地層科学関係】 

25 

ガラス固化体の長期性能評価高度化に

関する研究              

ガラス固化体の長期性能に係る各種反

応パラメタの体系的評価 

地層部門 

基盤研究 U 

核種移行 Gr

三ツ井誠一郎
共同

研究

九州大学 

大学院工学研究院 

ｴﾈﾙｷﾞｰ量子工学部門 

准教授 稲垣 八穂広 

H19 年度

～ 

H21 年度

26 

地層処分の人工バリア／天然バリア境

界で生成する無機コロイドの特性に関

する研究               

ｱﾙｶﾘﾌﾛﾝﾄにおけるコロイド状ケイ酸の

動的挙動と核種移行との関係 

地層部門 

基盤研究 U 

核種移行 Gr

飯島 和毅
共同

研究

東北大学 

大学院工学研究科 

量子ｴﾈﾙｷﾞｰ工学専攻 

准教授 新堀 雄一 

H19 年度

～ 

H21 年度

27 

精密制御定常信号システムデータの解

析技術の高度化            

イベント解析技術の拡張 

地層部門 

幌延 U 

堆積岩地質 Gr

藪内 聡 
共同

研究

名古屋大学 大学院 

環境学研究科 

准教授 渡辺 俊樹 

H19 年度

～ 

H21 年度

28 

地下深部における断層中の物質移動特

性に関する研究            

結晶質岩における断層中の選択的物質

移動経路の同定とその長期的挙動解析

技術の開発 

地層部門 

東濃 U 

結晶質岩 

地質 Gr 

鶴田 忠彦
共同

研究

名古屋大学 

博物館資料分析系 

准教授 吉田 英一 

H20 年度

～ 

H22 年度

29 

表層部における地下水流動解析に必要

なデータの取得技術の開発        

土壌水分観測手法としての光ファイバ

ー計測技術の開発 

地層部門 

幌延 U 

堆積岩地質 Gr

前川 恵輔
共同

研究

岡山大学 

大学院環境学研究科 

助教 小松 満 

H20 年度

～ 

H22 年度

30 

核種移行に関連する鉱物中の微細空孔

の基礎研究              

天然鉱物中のナノ空孔解析と物質移行 

地層部門 

基盤研究 U 

核種移行 Gr

吉川 英樹
共同

研究

東京学芸大学 

広域自然科学講座 

環境科学分野 

准教授 佐藤 公法 

H21 年度

～ 

H23 年度

31 

精密調査段階における自然現象の活動

性評価に関する研究          

熱年代学による温度履歴解析を用いた

断層運動と熱水変質現象の活動性評価

に関する研究 

地層部門 

東濃 U 

自然事象 Gr

花室 孝広
共同

研究

京都大学 

大学院理学研究科 

地球惑星科学専攻 

教授 田上 高広 

H21 年度

～ 

H23 年度

32 

地層中での化学種解析及び移行挙動解

析手法の構築             

地層中でのヨウ素やセレンのスペシエ

ーションに基づく移行挙動解析 

地層部門 

幌延 U 

堆積岩地質 Gr

岩月 輝希
共同

研究

広島大学 

大学院理学研究科 

教授 高橋 嘉夫 

H21 年度

～ 

H23 年度

 

 

No. 
研究協力テーマ 

研究協力課題 

機構側 

受入箇所 

機構側 

研究者名 

協力

形態

提案者 

所属機関・氏名 

研究 

期間 

22 

塩化物溶融塩を用いた乾式再処理プロ

セスの改良に関する研究        

塩化物溶融塩中でのアクチニドオキソ

イオンの還元反応に関する基礎研究 

東海 

工学試験部

試験第 3 課

永井 崇之 
共同

研究

京都大学 

原子炉実験所 

量子ﾘｻｲｸﾙ工学 

研究分野 

教授 山名 元 

H21 年度

～ 

H23 年度

23 

電磁波加熱下の気液混相過渡現象に関

する基礎研究             

電磁波加熱による過渡沸騰挙動に関す

る研究 

次世代部門

燃料製造 U 

燃料製造技術

開発 Gr 

鈴木 政浩 
共同

研究

筑波大学 

ｼｽﾃﾑ情報工学研究科 

教授 阿部 豊 

H21 年度

～ 

H23 年度

【放射線安全関係】 

24 

高信頼性α線波高弁別検出器の開発   

GPS 高エネルギー分解能シンチレータ

による高信頼性α線波高弁別検出器の

開発 

東海 

放管部 

放管 1課 

井﨑 賢二
共同

研究

北海道大学 

大学院工学研究科 

准教授 金子 純一 

H21 年度

～ 

H23 年度

【地層処分・地層科学関係】 

25 

ガラス固化体の長期性能評価高度化に

関する研究              

ガラス固化体の長期性能に係る各種反

応パラメタの体系的評価 

地層部門 

基盤研究 U 

核種移行 Gr

三ツ井誠一郎
共同

研究

九州大学 

大学院工学研究院 

ｴﾈﾙｷﾞｰ量子工学部門 

准教授 稲垣 八穂広 

H19 年度

～ 

H21 年度

26 

地層処分の人工バリア／天然バリア境

界で生成する無機コロイドの特性に関

する研究               

ｱﾙｶﾘﾌﾛﾝﾄにおけるコロイド状ケイ酸の

動的挙動と核種移行との関係 

地層部門 

基盤研究 U 

核種移行 Gr

飯島 和毅
共同

研究

東北大学 

大学院工学研究科 

量子ｴﾈﾙｷﾞｰ工学専攻 

准教授 新堀 雄一 

H19 年度

～ 

H21 年度

27 

精密制御定常信号システムデータの解

析技術の高度化            

イベント解析技術の拡張 

地層部門 

幌延 U 

堆積岩地質 Gr

藪内 聡 
共同

研究

名古屋大学 大学院 

環境学研究科 

准教授 渡辺 俊樹 

H19 年度

～ 

H21 年度

28 

地下深部における断層中の物質移動特

性に関する研究            

結晶質岩における断層中の選択的物質

移動経路の同定とその長期的挙動解析

技術の開発 

地層部門 

東濃 U 

結晶質岩 

地質 Gr 

鶴田 忠彦
共同

研究

名古屋大学 

博物館資料分析系 

准教授 吉田 英一 

H20 年度

～ 

H22 年度

29 

表層部における地下水流動解析に必要

なデータの取得技術の開発        

土壌水分観測手法としての光ファイバ

ー計測技術の開発 

地層部門 

幌延 U 

堆積岩地質 Gr

前川 恵輔
共同

研究

岡山大学 

大学院環境学研究科 

助教 小松 満 

H20 年度

～ 

H22 年度

30 

核種移行に関連する鉱物中の微細空孔

の基礎研究              

天然鉱物中のナノ空孔解析と物質移行 

地層部門 

基盤研究 U 

核種移行 Gr

吉川 英樹
共同

研究

東京学芸大学 

広域自然科学講座 

環境科学分野 

准教授 佐藤 公法 

H21 年度

～ 

H23 年度

31 

精密調査段階における自然現象の活動

性評価に関する研究          

熱年代学による温度履歴解析を用いた

断層運動と熱水変質現象の活動性評価

に関する研究 

地層部門 

東濃 U 

自然事象 Gr

花室 孝広
共同

研究

京都大学 

大学院理学研究科 

地球惑星科学専攻 

教授 田上 高広 

H21 年度

～ 

H23 年度

32 

地層中での化学種解析及び移行挙動解

析手法の構築             

地層中でのヨウ素やセレンのスペシエ

ーションに基づく移行挙動解析 

地層部門 

幌延 U 

堆積岩地質 Gr

岩月 輝希
共同

研究

広島大学 

大学院理学研究科 

教授 高橋 嘉夫 

H21 年度

～ 

H23 年度
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